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みなと元町タウンニュース

JR神戸駅前広場再整備へ期待を寄せて
合資会社ゼンクリエイト　根津  昌彦

　令和元年度（2019年度）より、神戸市では
「リノベーション・神戸」というプロジェクトを
立ち上げ、その一つとして、これまでの歴史・
資産を活かしながら、神戸の街や人が新た
な輝きでつつまれるよう、まちの顔である
「駅前空間」の魅力創造を行う取り組みを進
めている。
　このプロジェクトを立ち上げた令和元年の
10月17日の久元市長のFacebook。「いろい
ろあるけど、いまのJR神戸駅の駅前はあか
ん！」「寂しすぎる。悲しい。何とかしなけれ
ばならない。」「すべては、私の責任です。」と
溢れる思いが綴られており、三宮駅前偏重
色が強かった神戸都心再整備が、西の都心
の玄関口にもようやくメスが入ったかと感じ
たのを思い出す。
　あれから2年弱というスピードで、本年6月
10日、『神戸』の名を冠するにふさわしい高
質で風格ある駅前空間の実現に向けて、広
場における基本的な機能配置や、駅前空間
の再整備の方向性を示す「神戸駅前広場再
整備基本計画（素案）」を、神戸市が公表し
た（図１，２）。

　みなと元町タウン協議会では、兼ねてより
ハーバーロード以西のJR神戸駅までのエリ
アがまちづくり組織空白地であることに問
題意識を持ち、もとまちハーバー懇談会有
志メンバーで、毎月のクリーン作戦を地道に
継続してきた。昨年末に神戸駅前再整備に
関するアンケート結果が公表されたことも受
けて、昨年度末よりタウン協が取り扱う区域

の拡大検討に着手し、6月に行ったハーバー
懇定例会で、まちづくり組織空白地の同エリ
アのタウン協区域として拡大するとともに、
拡大エリアのまちづくり構想を検討する部会
を立ち上げることを決定した。
　JR神戸駅から元町商店街及び栄町通へ
の重要な動線であること、またウォーターフ
ロント連節バスの停留所設置候補場所およ
びバスの走行ルートになることから、同部会
を『ハーバーロード・ワーキング』と名付け、
以下の6項目を主要テーマとして、本年7月よ
り議論を重ねている。

●JR神戸駅前広場の再整備に対する地元要望
●きらら広場の有効活用案
●連節バス元町商店街停留所設置候補地
●元町商店街の西側玄関口のあり方
●JR神戸駅南側駅前広場からハーバー　
　ロードへの南北動線の強化
●区域内の土地利用や都市機能導入の方針

　さる9月21日には、ワーキングにて先行して
議論を行ったJR神戸駅前広場の再整備に
対する我 ま々ち側を取りまとめた要望書を、
奈良山喬一タウン協会長、古賀野正幸ハー
バー懇代表、片山喜市郎元町六丁目事業部
長とともに、神戸市建設局長に対して提出し
た（写真）。今後のJR神戸駅前広場とりわけ
南側駅前広場の再整備設計他に対するタ
ウン協及びハーバー懇からの要望（下記9項
目）を伝えるとともに、まち側としても上記の
拡大エリアのまちづくり構想づくりをさらに
進めていき、地域が主体的に行うことと神戸
市と協働して行うことなどを取りまとめると
約束してきた。

【要望内容　全9項目】
①駅を降りたち駅前広場に向かう来訪者らが、
　JR神戸駅の東西南北に広がるまちを一目で

　感じ認識できる洗練されたサインの整備
②元町商店街・ハーバーロード方面に向か
　いたい人を迷うことなく誘うことができる
　舗装デザイン・誘導サイン等の工夫
③JR神戸駅南側に出た瞬間、地上からでも
　神戸ハーバーランドへ向かうことができる
　とわかる誘導サインの工夫と見通しの確保
④既設南側ロータリーとハーバーランドへ向
　かう歩道橋との間の三角地スペースを開
　かれた憩い空間や立体的な人だまり空間
　として再整備するとともに、定期的な音楽
　イベントや屋台村などが実施可能な設備
　装置・倉庫機能などを設置
⑤JR高架とハウジング・デザイン・センター
　神戸（HDC）との間を賑わいの溢れだし
　によって歩きたくなると思わせる空間へと
　変貌させる積極的な設えの工夫
⑥緑豊かな栄町通や神戸クリスタルタワー
　に至る経路のグリーンネットワーク形成
⑦神戸駅裏線（神戸ハーバーランド線）を横
　断する横断歩道位置やスクランブル交差
　点化（信号現示の変更）など歩きやすい
　歩行者交通施設の改良・改善
⑧夜間においても駅前広場内の視認性を
　確保しつつ、元町商店街・ハーバーロード
　方面との回遊性・連続性を生み出す灯り
　の演出
⑨デュオこうべ、神戸ハーバーランド、元町
　商店街などが持つ実行力を発揮できるエ
　リアマネジメント組織づくり

　要望項目の下線部は、特にまち側として強
く要望しているポイントであり、これらが今
後進められるホワイエ側の設計及び再整備
に組み入れられることで、舞台（まち）側とな
る拡大エリアの今後のまちづくりの推進力
アップにもつながると考える。
　最後に。「土木職のみなさんの奮起に期
待します。（私たちも）死にものぐるいで頑張
らねば！！！」どこかで聞いたフレーズです
が、まち側の人間もやれる限りを尽くさねば
と、私も覚悟を決めて今後も取り組んでいく
ことをここに表明する。

　元町商店街では、兵庫県「県民まちなみ緑化事業」への参加要
請を受け、１番街～６丁目まで、全丁で取り組むことになった。住
民や来街者などに、花や緑への意識や関心を深めてもらい、地域
の景観向上と癒しの
雰囲気を醸成するべ
く、まちに花と緑を増
やそうというもの。10
月からのスタートを目
指し、植物の選定、植
木の個数や設置場所
など、準備が進められ
ている。

■県民まちなみ緑化事業スタート

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

１０月  ７日（木）～１０月１２日（火）
　第１６回 朋の会水彩画展
１０月１４日（木）～１０月１９日（火）
　第２４回 きんもくせいの会絵画展
１０月２１日（木）～１０月２６日（火）旅の写真
１０月２８日（木）～１１月　２日（火）三滴会

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

  ９月２５日（土）～１０月　８日（金）『夕霧花園』 
１０月  ２日（土）～１０月　８日（金）
　『コントラ』・『東京不穏詩』
　『クローブヒッチ・キラー』
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編　集　後　記

　神戸市都市
局では、都市
機能の更新や
空き家・空地
など、既存ス
トックの活用
促進、生活利
便施設などの
立地誘導によ
り、安心・安
全・快適で、活
力と魅力ある
持続可能な都
市空間の形成を図るため「用途地域」のほか
「高度地区」や「防火地域・準防火地域」などの
見直しを行うことになった。
　要点は、①都心や暮らしの拠点では、建物
の用途や形態を適切に誘導、居住機能の更
新などにより拠点の活力、利便性の向上。②
住宅地では、既存施設の利活用で安全・安
心・快適な住環境の維持。③都市基盤整備
済みの区域では、周辺住宅地の利便性向上
や経済の活性化。④都市計画道路見直し等
を受け、周辺市街地環境に調和するための
境界調整など。
　募集締切日、令和４年３月３１日。
　詳しくは、神戸市都市局都市計画課　西
馬・吉川（５９５－６７０１）まで。

明石市立文化博物館では、これか
らの明石の芸術・文化活動を担う
人材育成のため、第４回目となる
「あかし若手アートチャレンジ」を
開催する。作品はアートを志す明石
市内の高等学校で学ぶ高校生や
近隣大学生が対象で、地域に開か
れた博物館づくりの一環事業。

■あかし若手アートチャレンジ

　元町商店街では、全丁あげての恒例事業・夜市のほか、各丁で
特色ある数々のイベントを開催、多くの方々に親しまれてきた。が、
人との接触を嫌うコロ
ナウイルスのため、２年
にわたりすべてのイベ
ントを中止、賑い創設
のため分散型の街角ミ
ニイベントも検討した
が具体化には至ってい
ない。どんなイベントな
ら可能か、商店街事業
部では挑戦への模索
が続いている。

■元町商店街の挑戦 ■「元町映画館ものがたり」発刊
　元町通４丁目の元町映画館は、開
業１０年になるのを記念して「元町映
画館ものがたり」を編集・発刊した。
設立構想からオープンまでの足取り
にはじまり、仕事とひと、観客と一緒
に育つ、コロナ禍臨時休業の４カ月を
超えて１０周年を迎える映画館と存
在の理由まで、同館の運営に色々な
角度から関わった人たちが、全３０３
頁にわたり、同館によせるそれぞれの
思いを語っている。
（元町映画館で販売中・¥２９７０）

会期：９月２６日(日)～１０月１０日(日)
時間：午前１０時～午後５時　入場無料
（初日は午後１時～・最終日は午後３時迄）
会場：明石市立文化博物館
　　 ☎０７８－９１８－５４００

「用途地域等の見直し方針」に対し
市民意見募集中！
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１０月  ２日（土）～１０月１５日（金）
　『名もなき歌 』
１０月  ９日（土）～１０月１５日（金）
　『ラプソディオブcolors』
　『東京自転車節』
　『ジャッリカットゥ 牛の怒り』
　『PITY／ある不幸な男』
１０月  ９日（土）～１０月２２日（金）
　『BILLIE ビリー』
１０月２３日（土）～１０月２９日（金）
　『歩きはじめる言葉たち 漂流ポスト3.11
　をたずねて』
【＊時短営業の為、予定は変更になる場合
がございます。】

ジンチョウゲ（対照品種の一例）ジンチョウゲ（対照品種の一例） 第４回「あかし若手アートチャレンジ」チラシ・ポスター原画
デザイン：兵庫県立明石南高等学校２年　吉岡 ひかる

第４回「あかし若手アートチャレンジ」チラシ・ポスター原画
デザイン：兵庫県立明石南高等学校２年　吉岡 ひかる

２０１９年開催夜市のにぎわい２０１９年開催夜市のにぎわい

図１ 神戸駅前広場再整備のコンセプト図図１ 神戸駅前広場再整備のコンセプト図

奈良山喬一タウン協会長より要望書を神戸市に提出奈良山喬一タウン協会長より要望書を神戸市に提出

図２ 神戸駅前広場再整備基本構想素案に示された南側広場の整備イメージ図２ 神戸駅前広場再整備基本構想素案に示された南側広場の整備イメージ

神戸市作成の提案募集案内神戸市作成の提案募集案内
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②元町商店街・ハーバーロード方面に向か
　いたい人を迷うことなく誘うことができる
　舗装デザイン・誘導サイン等の工夫
③JR神戸駅南側に出た瞬間、地上からでも
　神戸ハーバーランドへ向かうことができる
　とわかる誘導サインの工夫と見通しの確保
④既設南側ロータリーとハーバーランドへ向
　かう歩道橋との間の三角地スペースを開
　かれた憩い空間や立体的な人だまり空間
　として再整備するとともに、定期的な音楽
　イベントや屋台村などが実施可能な設備
　装置・倉庫機能などを設置
⑤JR高架とハウジング・デザイン・センター
　神戸（HDC）との間を賑わいの溢れだし
　によって歩きたくなると思わせる空間へと
　変貌させる積極的な設えの工夫
⑥緑豊かな栄町通や神戸クリスタルタワー
　に至る経路のグリーンネットワーク形成
⑦神戸駅裏線（神戸ハーバーランド線）を横
　断する横断歩道位置やスクランブル交差
　点化（信号現示の変更）など歩きやすい
　歩行者交通施設の改良・改善
⑧夜間においても駅前広場内の視認性を
　確保しつつ、元町商店街・ハーバーロード
　方面との回遊性・連続性を生み出す灯り
　の演出
⑨デュオこうべ、神戸ハーバーランド、元町
　商店街などが持つ実行力を発揮できるエ
　リアマネジメント組織づくり

　要望項目の下線部は、特にまち側として強
く要望しているポイントであり、これらが今
後進められるホワイエ側の設計及び再整備
に組み入れられることで、舞台（まち）側とな
る拡大エリアの今後のまちづくりの推進力
アップにもつながると考える。
　最後に。「土木職のみなさんの奮起に期
待します。（私たちも）死にものぐるいで頑張
らねば！！！」どこかで聞いたフレーズです
が、まち側の人間もやれる限りを尽くさねば
と、私も覚悟を決めて今後も取り組んでいく
ことをここに表明する。

　元町商店街では、兵庫県「県民まちなみ緑化事業」への参加要
請を受け、１番街～６丁目まで、全丁で取り組むことになった。住
民や来街者などに、花や緑への意識や関心を深めてもらい、地域
の景観向上と癒しの
雰囲気を醸成するべ
く、まちに花と緑を増
やそうというもの。10
月からのスタートを目
指し、植物の選定、植
木の個数や設置場所
など、準備が進められ
ている。

■県民まちなみ緑化事業スタート

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

１０月  ７日（木）～１０月１２日（火）
　第１６回 朋の会水彩画展
１０月１４日（木）～１０月１９日（火）
　第２４回 きんもくせいの会絵画展
１０月２１日（木）～１０月２６日（火）旅の写真
１０月２８日（木）～１１月　２日（火）三滴会

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

  ９月２５日（土）～１０月　８日（金）『夕霧花園』 
１０月  ２日（土）～１０月　８日（金）
　『コントラ』・『東京不穏詩』
　『クローブヒッチ・キラー』
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編　集　後　記

　神戸市都市
局では、都市
機能の更新や
空き家・空地
など、既存ス
トックの活用
促進、生活利
便施設などの
立地誘導によ
り、安心・安
全・快適で、活
力と魅力ある
持続可能な都
市空間の形成を図るため「用途地域」のほか
「高度地区」や「防火地域・準防火地域」などの
見直しを行うことになった。
　要点は、①都心や暮らしの拠点では、建物
の用途や形態を適切に誘導、居住機能の更
新などにより拠点の活力、利便性の向上。②
住宅地では、既存施設の利活用で安全・安
心・快適な住環境の維持。③都市基盤整備
済みの区域では、周辺住宅地の利便性向上
や経済の活性化。④都市計画道路見直し等
を受け、周辺市街地環境に調和するための
境界調整など。
　募集締切日、令和４年３月３１日。
　詳しくは、神戸市都市局都市計画課　西
馬・吉川（５９５－６７０１）まで。

明石市立文化博物館では、これか
らの明石の芸術・文化活動を担う
人材育成のため、第４回目となる
「あかし若手アートチャレンジ」を
開催する。作品はアートを志す明石
市内の高等学校で学ぶ高校生や
近隣大学生が対象で、地域に開か
れた博物館づくりの一環事業。

■あかし若手アートチャレンジ

　元町商店街では、全丁あげての恒例事業・夜市のほか、各丁で
特色ある数々のイベントを開催、多くの方々に親しまれてきた。が、
人との接触を嫌うコロ
ナウイルスのため、２年
にわたりすべてのイベ
ントを中止、賑い創設
のため分散型の街角ミ
ニイベントも検討した
が具体化には至ってい
ない。どんなイベントな
ら可能か、商店街事業
部では挑戦への模索
が続いている。

■元町商店街の挑戦 ■「元町映画館ものがたり」発刊
　元町通４丁目の元町映画館は、開
業１０年になるのを記念して「元町映
画館ものがたり」を編集・発刊した。
設立構想からオープンまでの足取り
にはじまり、仕事とひと、観客と一緒
に育つ、コロナ禍臨時休業の４カ月を
超えて１０周年を迎える映画館と存
在の理由まで、同館の運営に色々な
角度から関わった人たちが、全３０３
頁にわたり、同館によせるそれぞれの
思いを語っている。
（元町映画館で販売中・¥２９７０）

会期：９月２６日(日)～１０月１０日(日)
時間：午前１０時～午後５時　入場無料
（初日は午後１時～・最終日は午後３時迄）
会場：明石市立文化博物館
　　 ☎０７８－９１８－５４００

「用途地域等の見直し方針」に対し
市民意見募集中！

■
ク
リ
ー
ン
作
戦
中
止
に

１０月  ２日（土）～１０月１５日（金）
　『名もなき歌 』
１０月  ９日（土）～１０月１５日（金）
　『ラプソディオブcolors』
　『東京自転車節』
　『ジャッリカットゥ 牛の怒り』
　『PITY／ある不幸な男』
１０月  ９日（土）～１０月２２日（金）
　『BILLIE ビリー』
１０月２３日（土）～１０月２９日（金）
　『歩きはじめる言葉たち 漂流ポスト3.11
　をたずねて』
【＊時短営業の為、予定は変更になる場合
がございます。】

ジンチョウゲ（対照品種の一例）ジンチョウゲ（対照品種の一例） 第４回「あかし若手アートチャレンジ」チラシ・ポスター原画
デザイン：兵庫県立明石南高等学校２年　吉岡 ひかる

第４回「あかし若手アートチャレンジ」チラシ・ポスター原画
デザイン：兵庫県立明石南高等学校２年　吉岡 ひかる

２０１９年開催夜市のにぎわい２０１９年開催夜市のにぎわい

図１ 神戸駅前広場再整備のコンセプト図図１ 神戸駅前広場再整備のコンセプト図

奈良山喬一タウン協会長より要望書を神戸市に提出奈良山喬一タウン協会長より要望書を神戸市に提出

図２ 神戸駅前広場再整備基本構想素案に示された南側広場の整備イメージ図２ 神戸駅前広場再整備基本構想素案に示された南側広場の整備イメージ

神戸市作成の提案募集案内神戸市作成の提案募集案内
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みなと元町タウンニュースみなと元町タウンニュース

平野義昌

　諏訪山からJR元町駅周辺に戻る。駅北側は
北長狭通4丁目、神戸市立神戸生田中学校があ
る。かつて神戸小学校と神戸中学校が並んでい
た。1980～90年代児童人口が減少、近隣の小
学校・中学校の統合が進んだ。90（平成2）年、
小学校は諏訪山に移転。92（平成4）年、跡地に
新中学校が完成した。現在同校正門北側に記
念碑が建っている。上段に「神戸小学校発祥の
地」の文字、校章と開校年月日（明治17年12月
12日）、閉校年月日（平成2年3月31日）が刻まれ
ている（写真）。下段は「神戸小学校校歌」歌詞（1
番）「百船の集う港を見はるかし（後略）」と「若
杉慧作詞　片山穎太郎作曲　平成二年三月建
立」（百船は「ももふね」と読む）である。
　私の興味は「校歌」と「若杉」だが、そのまえに
神戸小学校（以下、神戸校）の歴史を繙いてみる。
　1870（明治3）年、アメリカ帰りの関戸由義（よ
しつぐ、のち兵庫県庁で都市計画担当）が鯉川
筋に私塾「開山学校」を開き、子どもたちに英
語・漢学・習字・算術を教えていた。平屋校舎に
運動場もあった。
　72（明治5）年、学制発布。神戸町（現在の中
央区西部）に小学校4校（一番組小から神東小
に改称、二番組小から神西小、三番組小から花
隈小、それに上田小）設立。校舎は寺、塾、名士
の私邸を借りた。4校生徒数は計640名。公立
校開校に伴い、「開山」生徒は神東小に移り、
「開山」は漢学・習字の塾になった。
　82（明治15）年頃、4校生徒は計1200名を超
え、統合して「神戸小学校」設立が決まる。
　84（明治17）年、神戸小学校完成。総面積
1550坪、校舎11棟。12月12日落成式、この日が
同校開校記念日になる。4校は分校として存続
したが、やがて廃校になる（4校については稿を
改める）。
　87（明治20）年、神戸尋常小学校に改称。
　89（明治22）年、元四分校（神西小）に私立夜
学校開校（1900年・明治33年に閉鎖）。
　90（明治23）年、男子帽子徽章制定、「神」の
文字。
　93（明治26）年、神戸市立尋常高等小学校に
改称。
　99（明治32）年、校章制定。紫紺の地に白く
八咫鏡と「神」の文字。デザインは図画訓導（補
註1）戸波武五郎。前年神戸区内の学齢児童は
6000人を超えた。神戸校は3600人、学級数
63。中山手通に諏訪山小学校と山手小学校が
新設される。
　同年、兵庫県庁（現在の兵庫県公館）北側の
兵庫県尋常師範学校が武庫郡御影町（現・東
灘区）に移転し、御影師範学校に改称。付属小
学校生徒の多くが遠距離通学になるため神戸
校に転校した。転校生の回想に、神戸校生徒が
付属小を「ツッパリ学校」、付属小生徒は神戸校
を「丸焼け学校」と呼んでいた、とある。付属小
校舎は古いので暴風雨時に丸太で支え、神戸
校は火災があった（註1）。また付属小卒業生が
少年時代の記憶を画文集にしている。日常的に
神戸校の悪ガキ生徒が棒を持って付属小生徒
下校の列を襲撃していた。教師が付き添い、棒
を取り上げ神戸校長に抗議した。悪ガキ共は道
路脇の工事用小石を投げつけもした。付属小生
徒は抵抗せず、「隠忍冷静」を保った。註2
　1901（明治34）年、長狭女子高等小学校開

校、神戸校の校舎使用。
　04（明治37）年、校内に私立夜学校開校。
　05（明治38）年、長狭尋常小学校開校、神戸
校の女児移る。神戸校は男児校になり、尋常科
6学級、高等科17学級。
　07（明治40）年、ドイツ製竪型ピアノ購入、
400円（補註2）。「恐らく本市小学校のピアノ中最
古のものであろう」（註1）。この年、学業成績優秀
により県知事から賞与50円を賜る。
　08（明治41）年、義務教育4年から6年、高等
科4年から2年に改正。この頃には神戸校の歴
史や学力、上級校進学等により名門校の評価
が高まる。学区外から汽車や市電（1910年・明
治43年開通）通学者が多くいた。
　14（大正3）年12月、開校三十年記念祝典開
催。同年6月から準備会を組織、神戸区教育沿
革史編集、教育功績者表彰、児童に記念品配
布、児童旗行列などを計画。「神戸区に於ける
小学校の本家というべき地位」（註1）を自負、区
内の学校全体の祝典とした。会場は県立第一
高等女学校校庭（師範学校跡地）。終了後、区
内7小学校の全生徒約1万人が小国旗を掲げ、
楽隊に合わせて記念祝典行進歌を歌い行進。
12時30分高等女学校を出発。山本通、諏訪山
下、北野校、生田神社、三宮町を経て元町通を
西に進み、宇治川から下山手校、中宮校、14時
すぎに高等女学校に戻った。
「神戸小学校開校三十年記念祝典行進歌」歌
詞。〈昔モ今モ日ノ本ノ　形勝二立ツ神戸港
校堂ココニ開カレテ　イラカソバダツ三十年〉
（註1）（最終句は「甍峙つ」だろう）。
　歌詞は3番まで。資料に作詞者名・作曲者名
なし、楽譜もない。祝典後は歌われたのかどう
か不明だ。
　26（大正15）年、神戸市立神戸尋常小学校に
改称。高等科男子は長狭校に、長狭校尋常科
女子は神戸校に移動。
　29（昭和4）年6月7日、天皇名代・海江田侍従
が視察訪問。
　34（昭和9）年12月、神戸尋常小学校開校五
十周年記念式。校歌製作。
　以上、開校から校歌制定までの歴史だ。
　なぜ神戸校は明治開校なのに校歌は昭和な
のか。陳舜臣（3年生のとき神戸校に転校）が
エッセイに書いている。
〈私たちが四年生のときに、神戸校は創立五十
周年を迎え、新しい校歌がつくられた。（中略）
壮重な歌詞で、これが若杉先生の作詞だという
ことも知った。〉註3
「神戸尋常小学校開校五十周年記念式」は大事
業だった。教職員、家庭会、同窓会による式典
委員会が組織された。記念事業として五十年史
編集、児童記念品（校章と鳳凰を刻んだ文鎮）、
門柱に記念文字刻印、功労者表彰、記念講演
会・学芸会・運動会・映画会開催、寄付金集め、
そして校歌作製が決まる。
　神戸校に校歌はなかった。全国でも校歌を持
つ学校は少数だった。文部省は音楽教育に「唱
歌」と「奏楽」を設けたが、教師、教材、楽器など
未整備で学校差・地域差があった。
　その点、神戸校は恵まれていた。明治の開校
式典での「君が代」斉唱が本邦初の小学生唱
歌斉唱と言われる。学区内の東京女子高等師
範学校卒業女性宅に女児20余名が習いに
通った。オルガンは師範学校から借用した。

1890年代（明治20～30年代）に在学した人の
記録では、尋常科1年から高等科4年まで（計8
学年）「唱歌」授業は週2回各30分あった。オル
ガンは英領カナダ製とアメリカ・ボストン製各1
台あり、時々ヴァイオリンが使われた。熱心な教
師たちが在職して、音楽の楽しさ・美しさを伝え
たようだ。
〈小学唱歌集、小学唱歌等を骨子にて主として
美情的興味を起す材料が選ばれ、かの浅薄な
るトントン拍子軍歌調は頗る少数採用せられ
し様覚ゆ。〉註1
　50周年当時も東京音楽学校卒業・山井基文
が長く勤めていて（1919年・大正8年から勤務）、
唱歌教室18坪、ピアノ、蓄音機、レコードなど設
備・環境が整っていた。
　学校行事で音楽はどう扱われたのか。文部
省は天皇祝賀や国家的儀式の式次第を定めて
いた。「御真影拝礼」「万歳奉祝」「教育勅語奉
祝」などと共に「唱歌」合唱もあった。「君が代」
は必ず歌う。他に「紀元節」「天長節」など「大祭
日唱歌」が決められていた。卒業式では「君が
代」と「仰げば尊し」や「蛍の光」が歌われた。91
（明治24）年、東京市の忍岡尋常小学校が東京
府知事に儀式用の「唱歌」として同校校歌を申
請した。文部省の訂正要求を受け、93（明治
26）年に文部大臣が認可し、学校行事で歌える
ようになった。
　明治末になると校歌の申請・認可が増える。
「唱歌」を校歌にした学校もあった。作詞は地元
の文化人や校長でも可能だろうが、問題は作曲。
1907（明治40）年頃から多くの学校が東京音
楽学校に校歌作製を依頼するようになる。当時
唯一の官立の音楽学校だ。依頼する方は優れ
た歌を望む。著名な作詞者・作曲者に作っても
らいたい、地域の自然・風景・歴史、学校の教育
方針などを取り入れたい。
　神戸校・中山直太校長の方針は、
〈校歌は活きた校是校訓として永久に伝うべく、
以て日夜児童の心魂を陶冶し情操を高むべき
性質のものである。／わが校はここに創立五十
周年を迎うるにあたり之が制定を志し、記念事業
の意味に於て歌詞は本校内に於て制作し、曲譜
のみを専門家に委嘱するの趣旨によった。〉註1
　若杉が作詞を担当することになった。

補註1　旧制小学校における教員免許を持つ教師。無資格
は代用教員。
補註2　当時銀行初任給35円、公務員（高等文官試験合
格）初任給50円。週刊朝日編『値段史年表　明治・大正・昭
和』（朝日新聞社、1988年）より。
註1　開校五十周年紀念式典会編・発行『神戸小学校五十
年史』1935年
註2　武文彦著・発行『桃源自叙伝　幼少年時代篇　上・
下』　1963年 
註3　陳舜臣　『神戸　わがふるさと』　講談社文庫2007年
引用文は適宜新字・新かなに改め、明らかな誤字は訂正した。
その他参考文献
神戸小学校同窓会編・発行『神戸校九十年　神戸小学校開
校九十年記念文集』1974年
神戸小学校開校三十年記念祝典会編・発行『神戸区教育沿
革史』復刻版　第一書房　1982年
　須田珠生『校歌の誕生』人文書院　2020年

元町駅周辺（1）　学校その1
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海という名の本屋が消えた（95）
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